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ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
な
作
品
作
り
に
欠
か
せ
な
い

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
技
術�

芸
術・原 

直
久
教
授

メ
デ
ィ
ア
の
政
治
に
与
え
る
影
響
を

研
究�

法・岩
渕 

美
克
教
授

　

本
学
芸
術
学
部
写
真
学
科

を
卒
業
し
て
２
年
後
、
８
×

10
㏌
の
大
型
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
取
材
す
る
仕
事
で
パ
リ
を

訪
れ
た
。
そ
の
折
、
仕
事
用

の
写
真
で
は
な
く
、
自
身
の

作
品
作
り
に
生
か
し
た
い
と

思
っ
た
の
が
、
当
時
の
夢
だ

っ
た
と
い
う
。

　

１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年

に
は
文
化
庁
派
遣
在
外
研
修

員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
へ
。
パ
リ
で
は
図
書
館
や

博
物
館
に
出
か
け
て
、
学
生

時
代
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い

た
写
真
家
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ア

ッ
ジ
ェ
（
19
世
紀
末
〜
20
世

紀
初
頭
パ
リ
を
中
心
に
活

躍
）
の
研
究
を
し
な
が
ら
、

週
末
に
撮
影
を
行
う
生
活
を

送
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
本
学
の
長
期
派

遣
研
究
員
と
し
て
再
び
パ
リ

を
訪
れ
た
原
教
授
は
「
写
真

撮
影
と
ア
ッ
ジ
ェ
の
研
究
を

行
い
、
19
世
紀
の
近
代
芸
術

に
関
す
る
調
査
で
、
活
躍
し

た
背
景
や
村
な
ど
を
訪
ね
歩

き
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

こ
の
よ
う
に
大
型
カ
メ
ラ

を
使
用
し
て
撮
影
し
た
写
真

の
数
が
か
な
り
増
え
た
こ
と

リ
ン
ト
の
価
値
と
芸
術
性
を

追
求
し
、
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
な
作
品
作
り
の
た
め
、
フ

ァ
イ
ン
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
、

バ
ラ
イ
タ
紙
や
プ
ラ
チ
ナ
プ

リ
ン
ト
で
の
イ
メ
ー
ジ
表
現

の
可
能
性
を
探
求
し
続
け
て

い
る
。
銀
塩
バ
ラ
イ
タ
紙
は

モ
ノ
ク
ロ
印
画
紙
の
一
つ
、

ラ
チ
ナ
が
使
わ
れ
ま
す
が
、

写
真
の
場
合
、
そ
れ
ら
と
イ

ン
ク
は
異
な
る
も
の
で
す
。

カ
ラ
ー
の
場
合
は
デ
ジ
タ
ル

の
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
・
プ
リ

ン
ト
で
も
良
い
と
思
う
の
で

す
が
、
モ
ノ
ク
ロ
に
関
し
て

は
金
属
で
画
像
が
形
成
さ
れ

た
プ
ラ
チ
ナ
プ
リ
ン
ト
で
表

ャ
ラ
リ
ー
の
10
周
年
記
念
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
撮
影
し
た
作

品
の
展
覧
会
を
開
催
し
た
折

に
は
１
・
３
ｍ
×
１
・
６
ｍ

と
い
う
大
き
な
作
品
だ
っ
た

た
め
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
の

プ
リ
ン
ト
で
展
示
さ
れ
た
。

他
人
と
異
な
る
視
点
を

を
持
っ
て
、
現
代
の
テ
ー
マ

に
向
か
っ
て
作
品
作
り
を
す

る
姿
勢
を
育
て
る
よ
う
心
が

け
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
と

一
緒
に
構
内
で
テ
ー
マ
を
探

し
、
大
型
カ
メ
ラ
で
の
撮
影

も
行
っ
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
写
真
の
全
盛
と

い
え
る
今
日
、
カ
メ
ラ
で
撮

影
す
る
行
為
は
、
銀
塩
の
感

光
材
料
を
使
用
し
た
モ
ノ
ク

ロ
で
も
デ
ジ
タ
ル
で
も
変
わ

ら
な
い
が
、
学
生
た
ち
に
は

「
プ
リ
ン
ト
に
し
た
と
き
に

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
で
の
表
現

か
、
金
属
で
表
現
す
る
の
か

そ
の
違
い
が
わ
か
る
ク
リ
エ

イ
タ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
語
る
。

　

特
殊
技
術
で
は
、
銀
塩
の

良
さ
、
デ
ジ
タ
ル
の
便
利
さ

を
表
現
に
生
か
す
こ
と
を
教

え
て
い
る
。

　

最
終
的
な
プ
リ
ン
ト
の
仕

上
げ
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
デ
ジ
タ
ル
か
ら
で
も
、

銀
塩
プ
リ
ン
ト
が
作
れ
る
シ

ス
テ
ム
を
、
実
践
す
る
と
い

う
。

　

こ
の
ほ
か
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

で
は
卒
業
制
作
の
指
導
を
行

い
、
留
学
生
が
主
体
の
大
学

院
生
に
は
研
究
の
サ
ポ
ー
ト

や
作
品
作
り
に
対
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　

原
教
授
が
写
真
表
現
で
大

切
に
し
て
い
る
の
は
「
マ
ラ

ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
よ
う
に
ゴ

ー
ル
に
向
か
っ
て
進
み
、
い

つ
ま
で
も
自
分
の
作
品
を
作

り
続
け
る
こ
と
」
で
、
学
生

に
は
「
人
に
見
過
ご
さ
れ
て

し
ま
う
も
の
を
見
つ
け
る
こ

と
が
、
写
真
の
テ
ー
マ
作
り

に
最
も
大
事
で
あ
る
こ
と
を

教
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

今
年
の
春
に
は
、
東
京
で

「
中
国
─
写
し
出
さ
れ
た
光

の
肖
像
」
が
開
催
さ
れ
、
来

年
は
韓
国
・
ソ
ウ
ル
、
再
来

年
は
台
湾
で
大
き
な
展
覧
会

を
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

原　

直
久
（
は
ら
・
な

お
ひ
さ
）
昭
和
44
年
日
本

大
学
芸
術
学
部
写
真
学
科

卒
、
同
芸
術
研
究
所
修

了
。
芸
術
学
部

助
手
、
文
化
庁

派
遣
在
外
研
修
員
、
日
本

大
学
長
期
派
遣
研
究
員
な

ど
を
経
て
現
職
。
ア
ッ
ジ

ェ
の
研
究
で
日
本
写
真
芸

術
学
会
の
学
術
賞
を
受

賞
。
同
学
会
、
日
本
映
像

学
会
、
日
本
写
真
学
会
な

ど
に
所
属
。「
Ｐ
ａ
ｒ
ｉ

ｓ
」
展
、
上
海

美
術
館
で
「
時

の
遺
産
─
原
直
久
プ
ラ
チ

ナ
プ
リ
ン
ト
作
品
展
」
な

ど
個
展
多
数
。
千
葉
県
出

身
・
67
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

岩
渕　

美
克
（
い
わ
ぶ

ち
・
よ
し
か
づ
）
昭
和
57

年
慶
応
大
学
卒
。
59
年
早

稲
田
大
学
院
修
了
・
修

士
、
62
年
慶
応

大
学
院
博
士
後

期
単
位
取
得
。
日
本
大
学

法
学
部
新
聞
学
科
専
任
講

師
、
助
教
授
を
経
て
平
成

14
年
か
ら
現
職
。
専
攻
は

政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
論
。
日
本
マ
ス
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
理

事
。
26
年
５
月
か
ら
日
本

選
挙
学
会
理
事

長
。
共
著
『
メ

デ
ィ
ア
と
公
共
政
策
』（
芦

書
房
）、
編
著
『
政
治
社

会
学
』（
一
藝
社
）。
東
京

都
出
身
。
56
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

現
在
も
大
型
カ
メ
ラ
で
の
制
作
が
中
心

貴
金
属
で
形
成
さ
れ
た
画
像
の
魅
力
を
表
現

　
「
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
が
主
要
な
研
究
分
野

だ
。「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
政

治
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え

る
か
、
特
に
選
挙
の
と
き
に

メ
デ
ィ
ア
報
道
が
有
権
者
の

投
票
行
動
に
ど
う
働
く
か
を

調
べ
て
い
ま
す
」

　

も
と
も
と
の
専
門
は
「
政

治
過
程
論
」。
統
計
学
や
数

量
デ
ー
タ
分
析
と
い
っ
た
手

法
を
用
い
て
投
票
行
動
な
ど

を
分
析
す
る
。か
つ
て
の「
政

治
思
想
」
や
「
政
治
哲
学
」

に
代
わ
っ
て
、
現
在
で
は
政

治
行
動
の
分
析
が
政
治
学
の

主
流
と
な
っ
て
い
る
。

出
発
点
は
政
治
学

　

新
聞
学
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
論
は
隣
接
学
問
領
域

の
方
法
論
が
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
。「
私
の
場
合
、
政

治
学
が
ベ
ー
ス
」。
選
挙
・

世
論
研
究
か
ら
政
治
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
に
入

っ
た
。「
学
部
の
時
、
有
権

者
が
選
挙
で
ど
う
投
票
す
る

か
と
い
う
『
投
票
行
動
』
を

研
究
す
る
ゼ
ミ
に
入
り
、
大

学
院
で
は
『
マ
ス
コ
ミ
が
選

挙
に
与
え
る
影
響
』
に
興
味

を
持
ち
、
学
者
の
道
を
志
し

ま
し
た
」

　

主
に
総
選
挙
、
参
院
選
と

い
っ
た
国
政
選
挙
が
研
究
対

象
だ
。
政
権
政
党
が
政
策
を

示
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
法

案
が
つ
く
ら
れ
る
。
国
会
で

立
法
化
さ
れ
法
律
が
施
行
さ

れ
る
。
法
案
は
、
野
党
の
抵

抗
を
受
け
て
廃
案
や
継
続
審

議
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

国
政
選
挙
で
は
、
そ
う
し

た
過
去
の
実
績
が
問
わ
れ

る
。
一
方
野
党
は
、
政
権
を

と
っ
た
ら
め
ざ
す
政
策
を
、

選
挙
公
約
や
政
権
公
約
（
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
）
と
し
て
掲

げ
、与
野
党
が
議
席
を
争
う
。

　
「
世
論
や
政
治
意
識
が
有

権
者
の
投
票
行
動
に
影
響
を

与
え
る
。
た
と
え
ば
、
政
党

支
持
率
、
内
閣
支
持
率
。
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
が
い
か
に
世
論

形
成
に
か
か
わ
っ
て
い
る

か
。
そ
れ
を
継
続
し
て
追
究

し
て
い
ま
す
」

　
「
有
権
者
に
与
え
る
影
響

力
と
い
う
点
で
は
、
新
聞
よ

り
も
テ
レ
ビ
な
ど
の
影
響
力

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
代
に
入
り
、

『
小
泉
劇
場
』
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
小
泉

　

新
聞
離
れ
も
政
治
意
識
を

大
き
く
変
え
た
。「
テ
レ
ビ

だ
け
だ
と
イ
メ
ー
ジ
先
行
に

な
り
、
話
の
中
身
よ
り
、
政

治
家
の
見
た
目
や
映
像
の
イ

ン
パ
ク
ト
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。『
風
』
や

ム
ー
ド
で
投
票
す
る
。
民
主

党
が
大
勝
し
た
り
、
次
は
自

民
党
が
圧
勝
し
た
り
と
、
選

挙
結
果
が
大
き
く
ぶ
れ

る
」。
こ
う
し
た
劇
場
型
政

治
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　

分
か
り
や
す
さ
に
偏
る
風

潮
に
も
批
判
的
だ
。「
難
し

い
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
の
な
ら
い
い
が
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
難
し
い
こ

と
を
ど
け
て
、
簡
単
な
こ
と

だ
け
で
済
ま
そ
う
と
す
る
」

　

自
身
も
メ
デ
ィ
ア
に
登
場

す
る
機
会
が
多
い
。
日
本
政

治
を
実
証
的
に
研
究
し
て
い

メ
デ
ィ
ア
へ
の
発
信
も

　

そ
の
時
々
の
政
治
テ
ー
マ

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
発
言

す
る
。
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
問
題
に
つ
い
て
「
そ

れ
自
体
は
必
要
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
憲
法
改
正
が
難
し

い
か
ら
と
い
っ
て
閣
議
決
定

で
憲
法
解
釈
を
変
更
し
て
い

い
の
で
し
ょ
う
か
」。

　

特
定
秘
密
保
護
法
に
つ
い

て
も
「
こ
れ
だ
け
ス
パ
イ
が

は
び
こ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
か
ら
、
必
要
だ
と
思

う
」
と
し
な
が
ら
も
、「
人

権
や
知
る
権
利
を
侵
害
し
な

い
か
。
も
う
少
し
議
論
が
必

要
だ
っ
た
の
で
は
」
と
指

摘
。「
法
律
を
つ
く
る
な
ら
、

き
ち
ん
と
審
議
し
、
国
民
に

も
丁
寧
に
説
明
す
る
。
そ
れ

が
民
主
主
義
の
、
最
低
限
の

ル
ー
ル
で
す
」
と
強
調
。

　
「
同
一
政
党
が
衆
参
両
院

で
多
数
を
握
っ
て
い
れ
ば
、

そ
の
政
党
の
意
見
が
、
議
論

し
な
く
て
も
通
っ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
選
挙
で
多
数

を
と
れ
ば
何
で
も
で
き
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
」

　

こ
の
５
月
に
は
日
本
選
挙

学
会
の
理
事
長
（
任
期
２

年
）
に
就
任
。
恩
師
の
堀
江

湛
元
慶
応
義
塾
大
学
教
授
も

務
め
た
ポ
ス
ト
だ
。
同
学
会

の
ト
ッ
プ
と
し
て
「
学
会
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
会
員

の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
広
く

紹
介
し
た
い
」
と
抱
負
を
示

す
。

デ
ィ
ア
選
挙
』『
メ
デ
ィ
ア

政
治
』
と
言
わ
れ
る
現
象
で

す
」

内
閣
の
こ
ろ
か
ら
、
新
聞
よ

り
も
テ
レ
ビ
の
影
響
力
が
強

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。『
メ

4年生のゼミナールで。学生には国会議員、
ジャーナリストの話を聞く機会をつくる

テレビがつくる「劇場型政治」
国政選挙が研究対象

分かりやすさ優先は問題が大きい

原教授の作品を見ながら、写真表現についての
指導を受ける学生たち

プ
ラ
チ
ナ
プ
リ
ン
ト
は
古
典

印
画
技
法
で
あ
る
。

温
故
知
新
の
表
現

　

写
真
表
現
で
な
ぜ
プ
ラ
チ

ナ
プ
リ
ン
ト
が
魅
力
な
の
か

を
原
教
授
に
尋
ね
て
み
た
。

「
装
飾
品
で
も
金
や
銀
、
プ

か
ら
、
そ
れ
を
作
品
に
す
る

方
法
と
し
て
、
印
刷
物
で
勝

負
す
る
の
で
は
な
く
「
フ
ァ

イ
ン
プ
リ
ン
ト
」
と
い
う
印

画
（
紙
）
で
勝
負
す
る
写
真

作
り
を
本
格
的
に
始
め
た
。

　

原
教
授
は
、
写
真
表
現
の

原
点
で
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ

現
し
た
い
と
い
う
の
が
、
私

の
モ
ッ
ト
ー
な
の
で
す
」

　

現
在
ま
で
に
多
く
の
個
展

を
開
い
て
い
る
原
教
授
は
こ

れ
ら
の
手
法
で
作
品
を
展
示

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
時
に

は
イ
ン
ク
も
用
い
ら
れ
る
。

昨
年
、
上
海
の
エ
プ
ソ
ン
ギ

教育者としては「優秀な政治記者を育てたい」と
語る

原
教
授
が
若
い
頃
に
取
材
で
用
い
て
魅
了
さ
れ
た
大
型
カ

メ
ラ
。約
40
年
間
に
５
〜
６
台
購
入
し
た
と
い
う

る
立
場
か

ら
、
そ
れ
も

仕
事
の
一
つ

と
心
得
る
。

最
近
で
は
み

ん
な
の
党
の

渡
辺
善
美
前

代
表
の
８
億

円
「
借
り
入

れ
」
問
題
で

コ
メ
ン
ト
を

求
め
ら
れ

た
。

　

授
業
で

は
「
写
真

基
礎
演
習

Ⅲ
」と「
写

真
特
殊
技

術
Ⅱ
」
を

担
当
。
基

礎
演
習
で

は
写
真
表

現
の
歴
史

を
辿
り
な

が
ら
、
プ

リ
ン
ト
を

作
る
情
熱
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